
定期活動報告
「笠間の自然薯を笠間焼で楽しむ」

　3月21日（金・祝）。笠間で活動を始めてから1年間
の総決算として、定期活動報告を行いました。1年間
の活動報告後、活動の中で懇意にしていただいた笠間
の農家の方々が生産されている安心・安全な農産物を
笠間の方々に知っていただくため、提案したメニュー
の試食会を開催しました。
　有機栽培のため粘り気が強く、栄養豊富な自然薯
（トーマス農園）は天ぷらや麦ごはんにかけていただき
ました。そのほかの食材として用意された肉厚しいた
け（田村きのこ園）は天皇陛下への献上品としても有
名で、焼きしいたけの濃厚な味と香りをお楽しみいた
だきました。とちおとめ（磯いちご園）は、ハウスでみ
つばちが元気に受粉を行った完熟いちご。笠間産の食
材はどれもおいしいと参加者の方々にも大変好評でし
た。
　また、近江屋鮮魚店には企画への協力をいただき、
また、おもてなしの心も学ばせていただきました。ご
協力およびご参加いただいた皆様、本当にありがとう
ございました。これからもこのような活動を通し、さ
らに多くの方との交流、橋渡しを行っていきたいと思
います。
※（　　）は生産者
★�池袋サンシャインシティで行われた地域おこし協力
隊全国サミットにおいても、笠間の自然薯のPRと
販売を行い、来場された多くの方に好評でした。
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地域おこし協力隊とは

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度か
ら取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材
が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化
を目的とした支援活動を行うものです。笠間市で
は平成25年度から3名の隊員を受け入れました。
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ブログやフェイスブックもご覧ください。
http://ameblo.jp/kasamart-wa/

https://www.facebook.com/Kasamartowa
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